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安全保障と軍縮にある「困難な問題」に取り組む
・核抑止の効用について国家間に根本的相違がある。相違を受け入れた上で調整

核抑止は安定を促進する場合もあるが、長期的な安全保障には危険、
すべての国はより良い解決策を追究しなければならない。

・核戦争には勝者はなく、戦われてはならない。
・議論に礼節を取り戻すこと。礼節なしの協力はありえない。
・核戦争を遂行するドクトリンを控える。
・核兵器使用の脅威による威圧的行動を控える。
・橋渡し国は誠実な「対話のための場」を立ち上げる。
１）効果的なベンチマークMinimization Pointなど核軍縮のプロセスや枠組みの創出。
２）以下の「困難な問題」のアジェンダを作り、全ての国の共通基盤を創る

（１）自衛権の問題：国家の危急存亡の時、限定的核威嚇/核使用を予想すること。
：このとき、国際人道法、核爆発の人道的結末、文民・非戦闘員・環境の保護を考慮
しながら。

（２）国際の平和と安全を保持しつつ「核なき世界」の実現に当たって、人間の安全保障を
担保する。

３）核軍縮が直面している「究極のジレンマ」の解決を追求する。
すなわち、すべての国の安全を保障しながら、レジームの下での義務の遵守と
適時の強制を両立させる。





賢人会議の提言を実行すべき
日本政府の行動課題（私案）

実行の場：国連の会議と日本独自の会議

１）NPT運用会議：第２回PrepCom、第３回PrepComへの提案

２）日本独自に国際フォーラムを開催（広島・長崎が最適）
アプローチの異なるグループを招いて

（トラック1.5 会議）
３）橋渡し役の国のグループを形成：カンファランスの開催

４）中・長期的実行案の提言を継続し、NPT運用プロセスに還元
実行の目標：
NPTとTPNWの異なるアプローチの収斂

（分断を超え相互補完体制Amalgamationへ）
５）究極的にはNPT全締約国のTPNW加盟の方向性が生まれる。

これによって核軍縮が具体的に進捗する。
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